
TDKグループは、さまざまなステークホルダーの皆様の期待や要請
を理解し、私たちのCSR（企業の社会的責任）についての考え方や方
向性、1年間の進捗状況を報告するため、冊子とWEBの2つの媒体で、
毎年CSRレポートを発行しています。
この1年は、2015年度に設定したマテリアリティに基づく重要テー
マについての進捗や実績を報告するとともに、活動を推進する従業

員の声を掲載しています。また、社会の動向に耳を傾ける活動とし

て、有識者やステークホルダーとのコミュニケーションを行い、その

様子も紹介しています。

そのほか、環境・社会・ガバナンス情報（ESG情報）別の活動をWEB版
で紹介していますので、あわせてご覧ください。

報告形態
媒体特性にあわせ、冊子とWEBを使い分けています。
冊子 ：ダイジェスト版。活動の要点を掲載しています。
WEB：2016年度の報告を中心にGRIガイドライン第4版を参考にし
て、網羅的な情報と詳細なデータを掲載しています。

http://www.tdk.co.jp/csr/

対象期間
2016年度（2016年4月1日～2017年3月31日）
※一部、期間以外の活動も含んでいます。

対象組織
TDKグループ※を対象としています。
※TDKグループ：TDK株式会社および国内・海外連結子会社138社

対象期間中に発生した組織の重要な変更
当期において、特定子会社であるTDK ( Shanghai ) Electro-Energy 
Co., Ltd.については保有株式の売却により、RF360 Holdings 
Singapore PTE. Ltd.およびRF360 Technology ( Wuxi ) Co., Ltd.
についてはQualcomm社との合弁会社設立に伴う持分譲渡により、
連結の範囲から除外しております。

報告書発行年月
2017年6月発行
（前回：2016年8月、次回：2018年6月予定）

お問い合わせ先
法務・コンプライアンス本部CSRグループ
03-6852-7115

トップコミットメント　

編集方針

経営理念体系
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1  技術による世界への貢献

2  人材の育成　

3  サプライチェーンに
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【編集方針】C O N T E N T S

お 客 様
視 点

私たちにはある。
・お客様の理想実現に役立とうとする強い意志。
・常にお客様に信頼される存在でありたいとい
う熱意。

だから私たちにはできる。
・感動を提供するための、お客様の立場にたった

行動。

・お客様を満足させられるサービス・品質・技術

を提供するための妥協なき行動。

成 長

私たちにはある。
・常に自分自身の成長を求め続ける向上心。
・社会の発展、企業の成長へ自ら積極的に寄与
する意欲。

だから私たちにはできる。
・常に"夢・ありたい姿"を思い描き、実現のため
の努力を続けること。

・部下/後輩/同僚の成長を積極的に支援し、活力
に満ちたチームを築き上げること。

挑 戦

私たちにはある。
・動いた結果の失敗を成長の糧とする風土。
・困難を乗り越えて最後までやり抜こうとする
意欲。

だから私たちにはできる。
・今に留まることなく新しい価値を生み出す挑戦。

・周囲を共感させ、巻き込んで動かす行動。

多 様 性
の 尊 重

私たちにはある。
・世界中に持つ多様な文化と人財。
・常に仲間を尊重し、互いに高めあう積極的な
チームワーク。

だから私たちにはできる。
・異なる考え方にこそ価値を認めること。

・組織や個人間の対立を恐れず、誠意をもって

意見をぶつけ合うこと。

企業ビジョン Vision2035

企業倫理綱領※

創造によって文化、産業に貢献する社 是

社 訓

夢 勇 気 信 頼
常に夢をもって前進しよう。

夢のないところに、

創造と建設は生まれない。

TDKは1935年、「日本独自の磁性材料フェライトを工業化し、社会の発展に貢献したい」という創業者の夢と信念から発祥した会社
です。これまで世界に誇る四大イノベーション（フェライト素材・磁気テープ・積層部品・磁気ヘッド）を確立し、社会の発展を支える

製品を創造し続けてきました。これからも、さらなるイノベーションの創出に挑戦する企業として、多種多様なグローバル経営資源を

活かし、高品質な製品・サービスの提供を通してお客様の価値創造に貢献し続けます。

「かけがえのない地球環境の再生・保護と、豊かで安心できる暮らしの実現」、このテーマに真正面から取り組むことで、「創造によっ

て文化、産業に貢献する」を着実に果たしてまいります。

「TDK企業倫理綱領」は、TDKグループおよびそれを構成する役員、従業員が、法令はもとより社会的規範などを遵守するための具体
的な行動指針を定めるものです。また、TDKグループが共通して実践すべき普遍的事項を「企業行動憲章」として制定しています。
※企業倫理綱領の全文はWEBをご覧ください。　http://www.tdk.co.jp/about_tdk/code_of_conduct/

常に勇気をもって実行しよう。

実行力は矛盾と対決し、それを

克服するところから生まれる。

常に信頼を得るよう心掛けよう。

信頼は誠実と奉仕の

精神から生まれる。

行動指針

経営理念
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